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研

究

主

題 

共に育つ教育課程の創造（３年次） 
～追求・発信・交流、そして自立へ～ 

  

 
 
 
 
 
 
 
研

究

主

題

設

定

の

理

由 

本校では、学校教育目標において、具体的に求める子どもの姿を次のように設定し

ている。 

 

 

 

 

 

私達は、研究における目標も“学校教育目標に掲げる子どもの姿と同じである”

ことを確認しながらこれまで研究を進めてきた。二年間にわたる研究を通して、

研究において求める子ども像を、具体的に①課題に向かって主体的に『追求する』

子ども、②思いを外に向かって『発信する』子ども、③他と積極的に『交流する』

子どもとしている。学校教育目標の求める姿『たくましく「生きる力」のある子

ども』には、社会の中で『共生』していくために必要な『自立する力』を身に付

けてほしいという願いが込められている。つまり、私達は、一人一人の「自立」

を通して、社会の中でたくましく『共生』していける人間の育成をめざしている

のである。そして、具体的にどんな力を付けることが大事なのかを明らかにしな

がら、「追求」「発信」「交流」をキーワードとして、『子どもが共に育つ学校』を

実現していきたいと願っている。 

この願いのもとに、教育課程の見直しを図りながら、望ましい学校づくりの研

究を進めてきた。その中で、子ども達は課題に対して前向きに取り組む力や自分

達で学習・行事などを進めていく力を身に付けてきた。そして、子ども達の主体

性を大切にした教育活動を数多く仕組むことで、自分を取り巻く他（自然・地域・

人など）と積極的に関わりながら自分を高めようとする姿が多く見られるように

なってきている。 

今年度もこれまでの研究成果を生かしながら、他との積極的な関わりを通して

『共に育つ教育課程』を創造していくことが重要であると考え、上記の主題を設

定した。また、副題を～追求・発信・交流、そして自立へ～とし、常にめざす子

どもの姿を意識しながら教育実践を展開できるようにした。 

  たくましく「生きる力」のある子ども 

① 求め学び続ける子ども    

② 豊かに表現する子ども    

③ 関わりを大切にする子ども  



目

標 
子ども一人一人が社会において『共生』するための「生きる力」を身に付け、

仲間と共に育っていくための教育課程の在り方を探る。 
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研 
究 
計 
画 

4月    研究概要検討 
5月 27日 第一回研究協議会  
6月 11日 第二回研究協議会 
7～8月  学習会、研究紀要作成  

10月 22日  公開研究会 
11～2月   授業研究会 
2月      研究の成果と課題検討 
3月     研究のまとめ 




